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研究成果の概要（和文）：本研究では，日本の地方都市で開催された国際スポーツイベントが開催都市に残した
レガシーを検証した。1994広島アジア競技大会と1995福岡ユニバーシアード大会，1998長野冬季五輪，帯広市の
国際スピードスケート大会の分析を通じて，イベントレガシーはスポーツ領域と非スポーツ領域の両方でローカ
ルからナショナル，グローバルまでのスケールで創出され，20年以上も存続するものがあることが確認された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the legacy left by international sporting events held in
 local cities in Japan. Case studies of the 12th Asian Games Hiroshima 1994, the 18th Universiade 
1995 Fukuoka, the 1998 Olympics Winter Games in Nagano and speed skating competitions in Obihiro, 
Hokkaido were conducted. As a result of the case studies, legacies in sports and non-sport fields 
were confirmed at local, national and global scales, and some legacies of over 20 years were also 
confirmed.

研究分野：人文地理学

キーワード： スポーツ　イベント　レガシー　政策　市民　競技文化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は日本の地理学におけるスポーツ研究の確立・発展に貢献するとともに，学際的に推進されている国際ス
ポーツイベントのレガシー研究の充実にも資するものである。また，2020東京五輪の開催をめぐる社会動向やそ
れらに関する議論を踏まえて，国際スポーツイベントの開催意義や招致方法に対する社会的関心が高まる中で，
本研究の成果はそれらのあり方を検討するための枠組や国際スポーツイベントの成果を検証する際の考え方を提
示できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

2002年からの国際オリンピック委員会 IOCによるレガシーの重視や，2017年に文部科学省
が発表した「オリンピック・パラリンピックレガシー創出に向けた文部科学省の考えと取組」に
象徴されるように，近年，スポーツイベントの開催やスポーツ施設の整備が当該地域にもたらす
レガシーに対する社会的関心の高まりがみられる。 
一方，地理学のスポーツイベント研究やレガシー研究は端緒についたばかりで，欧米諸国以外
で開催されたスポーツイベント等の事例分析と地域（都市）間比較，長期間にわたる効果分析な
どが今後の研究課題となっている。 
以上から，スポーツイベントが開催都市にもたらすレガシーを検証することは社会的にも学
術的にも必要性が高いと考えられる。特に，研究蓄積の乏しい日本開催イベントの事例分析を行
うこと，長期的な観点（＝持続的な地域経営）からレガシー効果を検証することは，社会的にも
学術的にも意義が大きいと考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究は，「スポーツイベントやスポーツ施設のレガシー効果に日本独自の特徴がみられるの
か」「スポーツイベントやスポーツ施設は日本における持続的な地域経営にどのように（どの程
度）結びついているのか」という上記の問いに答えるため，日本の地方都市で開催された大規模
スポーツイベントが開催都市にもたらしたレガシーを検証し，今後の地域スポーツイベントの
開催戦略を提起することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では，４都市を対象とした詳細な事例調査を４か年かけて行った。対象都市はイベント
開催効果が直接的に現れやすい地方都市，対象イベントは長期的な効果把握のために開催から
10年以上経過するイベントとした。具体的に，1994年に広島市で開催された第 12回アジア競
技大会，1995年に福岡市で開催された第 18回ユニバーシアード大会，1998年に長野市および
周辺地域で開催された第 18 回冬季オリンピッ
ク・パラリンピック，1985年の施設整備と 2009
年の大規模改修以降に北海道帯広市で国際ス
ピードスケート大会を分析対象とした。 
これら４事例について，資料調査やヒアリン
グ調査，アンケート調査等を通じて情報を収集
した上で，時間（短期－長期）と空間（ローカ
ル－グローバル），領域（一元－多元）の観点か
ら，それが開催地にもたらした影響を検証し，
今後のイベント招致・開催のあり方を展望し
た。 
そして，シンポジウム「国際スポーツイベン
トのレガシー－時間・空間・領域－」を 2022年
11月に広島市で開催して，事例研究で得られた
成果を公表するとともに，地理学者やスポーツ
政策担当者などと今後の国際スポーツイベン
トの招致，開催のあり方について討議した。 
 
４．研究成果 
(1)北海道帯広市 
北海道帯広市では，スピードスケート国際大会がもたらしたスポーツ的レガシーを時間と空
間の観点から検討した。 
ローカル（帯広市）レベルでは，短期的にはジュニア選手がトップ選手の滑走をみて世界との
実力差である“距離”を認識するとともに，トップ選手に対し憧れを抱く。このことは帯広市から
の有望選手の輩出にも寄与し，スピードスケート競技文化とスケート王国ブランドを長期的に
維持するレガシーに結びついていた。ナショナル（日本）レベルでは，国際大会が競技界の最新
動向を知る機会となり，大会運営ノウハウや審判技術を獲得・更新する。この点に加え，国際連
盟基準での施設整備を実現することで，継続的な国際大会招致に結びつけていることが確認で
きた。大会の継続的招致は，日本人トップ選手の長期的強化にも寄与していた。グローバルレベ
ルでは，帯広市がアジア，世界における大会開催地としてスピードスケート競技を支えていた。 
これらのレガシーが検証された一方で，世界との競技力の差の認識やトップ選手への憧れの
醸成以外のレガシーが創出されておらず，国際大会を地元ジュニア選手の育成に十分につかい
きれていないという課題も残されている。 
 
(2)長野市および周辺地域 

 
図 本研究の分析視角 



長野市および周辺地域では，アルペンスキーとノルディックスキーの２種目をとりあげ，スキ
ー競技開催地域において長野冬季五輪のレガシーがどのような意味を有するのかを検討した。 
スキーの五輪競技施設は有形レガシーとして維持されているが，その傾向はノルディックス
キーで強い。アルペンスキーでは，五輪競技開催スキー場で競技とゲレンデスキーとの間に利用
競合が生じている。 
スキー競技開催地域は選手育成の伝統のもとで，その仕組みを構築してきた。中学生スキー選
手は，長野冬季五輪の閉幕後はアルペン種目では成績が伸び悩んでいたが，ノルディック種目で
継続的に良い成績を残している。ただし，ノルディック種目の好成績は，五輪選手の育成にはあ
まり結びついていない。 
スキー選手育成の伝統に対して，長野冬季五輪のレガシーが与えた効果は，五輪開催地域とい
うローカルな地域において，ノルディックスキーでより強く認められた。これは日本独自のスキ
ー文化，すなわち，一般の人びとが楽しむスキーは，日本ではアルペンに著しく特化しており，
逆にクロスカントリースキーの競技性が高いことと関係している。 
 
(3)福岡市 
第 18回ユニバーシアード大会の招致活動が開始された 1980年代末は，福岡市政の重要な転
換点であったといわれ，それ以降の都市政策にはユニバーシアード大会の影響を見出すことが
できる。その具体例として，ユニバーシアード大会が福岡市のアジア政策とコミュニティ政策に
与えた影響を分析，評価した。 
アジア政策への影響については，アジア太平洋博覧会に引き続いて開催されたユニバーシア
ード大会は，他のアジア関連事業とともに「交流」を強調した国際都市づくりに活用された。大
会後も，ユニバーシアード大会で一定の成果を得た「交流」を継続して「活力あるアジア」と「共
生」することをめざすアジア政策が展開された。 
コミュニティ政策への影響については，ユニバシアード大会をきっかけに生まれた国際交流
活動が定着した高取校区の事例を確認した。ユニバーシアード大会に合わせて実施された「校区
ふれあい事業」は校区住民の国際交流活動への関心を高めた。そして，留学生の同校区への居住
をきっかけに国際交流活動が開始され，その活動は在留外国人と校区住民の共生を推進する校
区独自の取組みとして定着した。 
 
(4)広島市 

1994年に開催された広島アジア競技大会が広島市にもたらしたレガシーを時間，空間，領域
の観点から検証した。 
その結果，地域スポーツの振興，国際大会の招致・開催，市民主体の国際交流活動といった広
島アジア競技大会のレガシーは，ローカルレベルを中心とする空間において関連領域のさまざ
まなアクターがかかわりながらつくり出されたことが確認された。また，それらはナショナルま
たはグローバルレベルの政策の後押しを受けて具体化したことも確認された。 
これに時間の観点を加えてみると，以下の３点が明らかとなった。第１は，大会自体が当時の
「新しい開発」物語に即して招致・開催されたことも含め，当時の政策的潮流に乗る形でレガシ
ーが創出されたことである。第２は，それらのレガシーが大会開催前に計画されたわけでなく，
主に大会開催後のさまざまなアクターの相互作用を通じてつくり出されたことである。ただし
それらは，広島アジア競技大会後に偶発的産物として生まれたわけではなく，大会開催前から存
在した制度や組織，事業などをベースに，大会開催を契機にアップグレードされたり，新たにつ
くり出されたりしたものであった。第３は，それらのレガシーが政策の変更や社会情勢の変化，
担い手の高齢化にともなって時間の経過とともに変化したり，消失したりする可能性があるこ
とである。 
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